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第３期木津川市子ども・子育て支援事業計画に係るニーズ調査について 

 

 

１．目的 

   本調査は、第 3 期木津川市子ども・子育て支援事業計画で確保を図るべき教

育・保育・子育て支援の「量の見込みを」を算出するため、市民の教育・保育・

子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握するもので

す。 

 

２．対象者 

   未就学児童の保護者：2,000件 

   小学生児童の保護者：2,000件 

 

３．方針 

① ウェブ回答を可能とし回答率の向上を図ります（前回調査の回収率 40％） 

② 前回に引き続き、次世代育成支援及び子どもの貧困対策に関連する質問を設

けます 

③ 国の調査票案、府のモデル調査票に基づく必要設問を最低限とし回答者の負

担を軽減します 

④ 前回調査の設問から、漠然とした内容のものなど計画の趣旨に沿わない設問

を削除します 

⑤ ニーズ調査結果とともに、人口・就労等の統計データ、各種事業の利用実績等

から量の見込みの算出を行います 

⑥ 「こども基本法」に基づく「こども計画」については、今後の国の動向を注視

することとし、来年度以降、策定に向けた取り組みを進めます。 

 

４．内容 

  前回調査からの変更点、府及び市の独自調査項目については次表のとおりです。 
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調査票の主な修正箇所一覧 

種別 内容 備考 

府独自 子育てに関する悩みや相談など、こどもの育ちをめぐる環境 

（就学前） 

設問 19～30 

（小学生） 

設問 14～19 

市独自 生活貧困層の把握 

（就学前） 

設問 1(10)(11)、31 

（小学生） 

設問 1(10)(11) 

市独自 小学校の教育に関する評価、要望 
（小学生） 

設問 5、6 

市独自 子育て施策全般に関する評価、要望 

（就学前） 

設問 32 

（小学生） 

設問 20～22 

削除 職場で短時間勤務が取りにくかった理由 漠然、分析困難 

削除 仕事と家庭の優先度 漠然、分析困難 

削除 子育てと介護と同時に行っているか 分析困難 

削除 教育・保育サービスの選定時に重要視すること 漠然、分析困難 

削除 保育、児童クラブが待機となった場合の対応 分析困難 
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５．スケジュール 

令和 5年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 報告書の作成

 子ども・子育て会議の開催

 法令改正等に関する情報収集

調

査

 子ども・子育て支援ニーズ調査

 調査票の設計・修正

 調査票の印刷等

 調査票の配布・回収

 回収票の入力・集計

 クロス集計・分析

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和５年度

業務項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

★こども大綱策定予定

 パブリックコメントの実施

 計画案の作成・検討

 印刷・納品

 子ども・子育て会議の開催

 法令改正等に関する情報収集

 データの収集

 サービス見込量の算出

 確保対策の検討

 計画の策定

 計画骨子案の作成・検討

 計画素案の作成・検討

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

 現行計画の点検・評価

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

計

画

策

定

４月

 調査シートの設計

 配布・回収

 課題の整理・抽出

 サービス提供量の見込み算出

令和６年度

業務項目


